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十勝中部におけるザリガニ類の分布

Distributionofcrayfishesinthecentralregion

ofTokachi,Hokkaido,Japan.
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音更川グラ ウン ドワーク研究会
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ABSTRACT-Distributi・n・fcrayfishesinthecentralregi。n。fT。kachi,

Hokkaido,Japanandtheenvironmentalconditionsoftheirhabitatswereinvestigated

on9thand10th,October,1999.Alienspecies,」P㍑6勿sl物6πs16η 勿s6π1πsandjPγ06α 〃zろαγπs

dα 漉 ガ,wereobservedinObihiroandOtofuke,respectively.However,thenumberof

habitatsofthenativespecies,Cα 〃z∂αγoげ46sブ のりoηゴα4s,hasdecreasedinOtofukeand

Ikeda.HabitatsofPdαz肋wasrestrictedinwarmerriverareas(morethan23.8℃),

butP,1θ 卿 πso〃%soccurredincolderpondareas(10.6℃,almostequaltothewater

temperatureofhabitatofClブ 妙oη 傭s).Itwasestimatedthatthedistributionof

P、16卿 πso〃 πswouldextendtothehabitatsofC.メ 妙o痂6%sinthecentralregionof

Tokachi.

序 言

北海道内には3種 類のザ リガニ類が生息す る。昭和初期に北米か ら移入されたウチダザ リガ

ニ 勘6加 吻6鷹 伽 酪o〃 πsとアメ リカザ リガニPγo侃〃　ろαγπs磁z勉 ガ,在来種のニホンザ リガ

ニCα〃　伽zoゴ46s勿o航 πsである(斎 藤,1996・ 堀,1998)。 なおニホンザ リガニは北海道 ・

青森県と秋田 ・岩手県の北部に分布する(大 高・向山,1998)。 ザ リガニ類は一生 を通 じて淡水

域で生活するため移動i生に乏 しく,個 体群の存在や構造と生息地の環境が密接に対応する。よ

って北海道におけるザ リガニ類の分布域の変化を把握することは,環 境の変化 を理解すること

につながる。 しかし北海道におけるザ リガニ類の分布に関する既存の報告は,一 部の地域を対

象とした事例が多 く(川 井 ・平田,1999),未 調査地区も多い。

北海道東部において移入種(特 にウチダザ リガニ)は 分布域の拡大傾向が著 しく,逆 にニホ

ンザ リガニは生息地数の減少が報告 されている(蛭 田,1998)。 よってニホンザ リガニの保全は

今後重要になるもの と考えられる。 しかし保全の重要な基礎資料になるザ リガニ類3種 の生息

環境に関 しての研究は少ない。本研究ではザ リガニ類の分布調査や生息環境の調査が行われて

※北海道立中央水産試験場
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川井唯史・中田和義・平田昌克・音更川グラウンドワーク研究会 十勝中部におけるザ リガニ類の分布

いない十勝中部(帯 広市,音 更町,池 田町)に おいて,ま ずザ リガニ類の分布等について聞 き

取 り調査を行い,次 にザ リガニ類の分布 と生息地の環境 を調査 した。

材 料 と 方 法

1.聞 き取 り調査

1999年6月25日 発行の十勝毎 日新聞(十 勝毎 日新聞社,帯 広市東1条 南8丁 目刊行)紙 上に

て,音 更川グラウン ドワー ク研究会(代 表:佐 々木由美子)の ニホンザ リガニ保全活動の内容

を報道 し,十 勝住民にニホンザ リガニの分布等に関する情報の提供を呼びかけた。また1999年

7月21日 と10月10日 には,十 勝の自然史に詳 しい帯広百年記念館の池田亨嘉学芸員,音 更川

グラウン ドワーク研究会の会員に対 して十勝 中部におけるザ リガニ類の分布等に関しての聞 き

取 り調査 を行 った。

II.ザ リガニ類の分布 と生息地の環境

調査は1999年10月9～10日 に行った。移入種の分布状況を把握するため,聞 き取 り調査で

ウチダザ リガニの生息情報が得 られた帯広市の緑ヶ丘公園内の十勝池(図1-1),ア メリカザ リ

ガニの生息情報が得 られた音更町宝来(図1-2),同 町十勝川温泉(図1-3)を 調査場所 とし

た。また在来種の生息地数の減少状況 を調べ るため,聞 き取 り調査で過去にニホンザ リガニが

分布 していたことが確かめられている音更町希望が丘(図1-4),同 町中昭和(図1-5,6),

池田町旭町(図1-7),同 町南6線(図1-8)で も調査 を行った。各調査では一人がザルを利

用して15分 かけて約15m2の ザリガニ類を採集 した。得 られた個体は性別に個体数を計数 した。

性の判別は第1,2腹 肢が変化 して交接肢を形成 している個体 を雄,腹 部に受精嚢 を有する個体

を雌 とした。 また頭胸甲長(眼 窩か ら頭胸甲部正中線上の後端部)を ノギスにより測定 した。

採集を行った場所の中心部では水温,水 深,川 幅,主 な底質,周 囲の植生を記録 した。なお底

質は主な底土の直径により区分 し,0.1mm以 下 をシル ト,0.2～0.5mmを 砂,0.6～10mmを

礫,そ れ以上 を転石 と定義 した。さらにザ リガニ類 と共に採集された生物についても記録 した。

m.保 全予定生息地 の環境 と生息状況

音更川 グラウン ドワー ク研究会がニホンザ リガニの保全 を予定 している生息地の概要を把握

するため,・ 生息地の地形,・ 生息地の水質,・ 生息地でのニホンザ リガニ分布状況を調査 し

た。地形調査は1999年6月24日,水 質調査は同年7月28日,11月9日,分 布状況調査は同年

10月10日 に行 った。なお現時点では生息地の保全対策が十分に整備されていないので,詳 細な

地区名の公表は生息地保護のため伏せ る。調査地区は周囲がヤナギ等に囲まれた小規模 な池に

なってお り流入,流 出河川が見当たらない。地形調査は光波測距機 を用いて池の地形を測定 し

た。水質調査では生息地の表面で水温,pH,BOD,DO,SS,COD,大 腸菌数の測定 を行 った。

分布調査では池の岸(水 深0-0.5m)沿 い2m毎,・ 合計39地 点で枠取 り(1/4m2)を 行 った。

採集方法はザルを用いて枠内の動物を採集 した。得 られたニホンザ リガニは前述の方法で性の

判別 と頭胸甲長の測定 を行 った。各定点では前述の定義に従い底質 も記録 した。
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年記念館紀要 第18号2000

図1.調 査 地 区 。 地 図 上 の 数 字 は表1の 調 査 地 点 と対 応 して い る。 国 土 地 理 院 発 行

の2万5千 分 の1地 図 「十勝 川 温 泉 」 「十 勝 池 田 」 「帯 広 南 部 」 「帯 広 北 部」 を

改 変 した

Fig.1.Mapshowingthestudysites.Numbersoneachmapcorrespondto

thoseinTable1.
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川井唯史・中田和義・平田昌克・音更川グラウンドワーク研究会 十勝中部におけるザ リガニ類の分布

結 果

1.聞 き取 り調査

ザ リガニ類の分布に関 しては以下の情報が得 られた。

・ウチダザ リガニは帯広市内の緑ヶ丘公園の十勝池,機 関庫川,売 買川に分布 してお り,子

供が採集 して遊ぶほど増えている。なお十勝池のウチダザ リガニは4～5年 前から見 られ,

機関庫川と売買川のウチダザ リガニは2～3年 前から見 られている。ウチダザ リガニは公的

機関によ り正式に放流 された ものではな く,い わゆるギャング放流(放 逐)で ある。

・アメリカザ リガニは音更町の宝来,十 勝川温泉に10年 以上前から生息 している。10年以上

前であるが音更町の第二鈴蘭川でアメリカザ リガニを大量に採集 したが現在は分布 してい

ない。 またアメリカザ リガニは放逐 されたものである。

・ニホンザ リガニは30～40年 前ならどこにでも居たので,当時はみんなが知っている一般的

な生物であった。採集方法は石をめ くって探 した。20～30年 前に強力な農…i薬を大量使用 し

た時代に急激に生息地が減少 した。最近は低農薬の影響 で生息域の拡大等が見られている。

・20～30年 前 と比較 して湧水の量が減少 したので,これに従って生息地が減少したのか もし

れない。

ニホンザ リガニに関する分布以外の情報は以下の通 りである。

・30年 以上前に薬用 とした。薬用 とする個体は,3個 体が縦列 した状態で1本 の竹串により

背中から腹部が貫かれた ものが一束となり,一 度焼かれた後に保存され,服 用するときは

体の一部を細か く砕いて飲んだ。風邪薬 として利用 した。

・30年 以上前に子供だったとき,お やつ代わ りに食べた。おかずにすることは無かった。食

べ方は様々だが,二 度揚げはおいしい。

II.ザ リガニ類の分布 と生息地の環境

移入種であるウチダザ リガニは帯広市十勝池(図1-1),ア メリカザ リガニは音更町宝来(図

1-2),同 町十勝川温泉(図1-3)で 採集された。音更町の2生 息地では温泉水の排水の流入が

認められた。ニホンザ リガニの分布が認め られたのは5調 査地点中,池 田町南6線(図1-8)

の1地 点だけであった。3種 の生息環境 を比較す ると,水 温条件に関しては,ウ チダザ リガニの

生息地が10.6℃,ニ ホンザ リガニの生息地は9.0℃ で同様であった(表1)。 しか しアメリカザ

リガニの生息地の水温は23.8℃ と28.3℃ で前者の生息地の水温より10℃ 以上高かった(表1)。

m.保 全 予 定 生 息 地 の 環 境 と生 息 状 況

・測 量 調 査

調 査 地 区 は楕 円 形 を呈 し(図2),面 積 は48。6m2で あ っ た。 また最 大 水 深 は2.Omで,湖 底

は 中心 部 に 向 か って な だ らか に傾 斜 した。

・水 質 調 査

7月28日 の 調 査 は調 査 時 刻 が14:40で,水 温12.8℃,気 温29.0℃ で あ った 。またpHは6.7,
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図2.音 更 町 に あ る ニ ホ ン ザ リ ガ ニ 生 息 地(某 池)

黒 丸 は ニ ホ ン ザ リ ガ ニ が 出 現 した 調 査 場 所

Fな2・Habitat,apondwithCσ 〃zろσzo競sメ の)oη 比%8inOtofuke
.Cl

osedcirclesdenotetheoccurrenceof(ニ メ確)07zあz4s .

BODは2・5mg/尼 ・DOは8 ・8mg/尼,SS2mg/£,大 腸 菌 群 数(MPN)230/100m尼,COD1 .4rng泥

で あ っ た・11月9日 の 調 査 は 調査 時…刻 が14:00で,水 温8 .0℃,気 温8.5℃ で あ っ た 。またpH

は6.7,BODは2.7mg陀,DOは11。8mg泥,SSlmg/尼,大 腸 菌 群 数(MPN)23/100m尼,COD

3.2mg陀 で あ っ た 。

・分 布 調 査

調査 は14:00か ら15:30に か け て 行 っ た。水 温 は14.0℃,気 温 は18.9℃ で あ っ た。ニ ホ ン

ザ リガ ニ は39地 点 中 の8地 点 で採 集 され た。調 査 地 点 の 底 質 は礫 か シル トで あ っ た 。ニ ホ ンザ

リガ ニ が 出現 した 地 点 の 底 質 は,礫 に 限 られ た 。 得 られ た個 体 は 雄4個 体,雌8個 体 で,全 調

査 地 点 に お け る平均 個 体 数密 度 は:雄0.4個 体/ln2,雌0.8個 体/m2で あ っ た。頭 胸 甲 長 は 雌 雄 同

様 で,雄 平 均18。7mm,範 囲13.6～24.2mmで,雌 平 均14.4mm,範 囲9.9～21.lmmで あ

っ た。 混 穫 され た生 物 は ゲ ン ゴ ロ ウ類,マ ツ モ ム シ類,ト ゲ ウ オ類,モ ノ ア ラ ガ イ類 が 出現 し

た 。

考 察

1.聞 き取 り調査

ニホンザ リガニは十勝地方に広 く分布 し薬用,食 用 として利用されていたことか ら,多 くの

人に親 しまれていた生物であったことと思われる。近年は移入種が各地で放逐されていること

も示唆された。
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II.ザ リガニ類の分布 と生息地の環境

ウチダザ リガニは帯広中部で,ア メリカザ リガニは北海道東部で初めて記録 された。 よって

両移入種が帯広中部に侵入 していることは明らかである。また十勝北部に位置する然別湖でも

ウチダザ リガニの侵入が記録されてお り(川 井 ・平田,1999),ウ チダザ リガニが十勝全体で分

布域 を広げていることが懸念される。これに対 して在来種のニホンザ リガニの生息、地数は十勝

中部で減少傾向を示 していることが明白である。 また同じ十勝の士幌町でもニホンザ リガニの

生息地減少が報告されてお り(川 井 ・平田,1999),こ の傾向は十勝で広 く発生 している恐れが

ある。移入種が分布域 を拡大 して,在 来種が分布域 を縮小す る傾向は北海道東部の釧路でも報

告されている(蛭 田,1998)。 よってこの傾向は北海道東部で一般的な傾向である可能性がある。

アメリカザ リガニの分布域は水温が比較的高 く(表1),本 種が生息可能なのは温泉排水が影

響す る水域に限られていると思われる。よって本種が温泉排水の無い一般的な十勝の水系で広

く分布域 を拡大できることは無いと予想できる。 しかしウチダザ リガニの分布域の水温はニホ

ンザ リガニの生息域の水温と同様である(表1)。 よってウチダザ リガニは今後 ますます分布域

を拡大 して在来種 との生息空間が競合する可能性がある。なお然別湖(川 井 ・平 田,1999)や

阿寒湖(蛭 田,1989)で は移入種であるウチダザ リガニによる在来種の生息空間占有が観察 さ

れている。 この状態になると比較的小型で繁殖能力に劣 る在来種(山 中 ・虎尾,1994)が 外来

種か ら生息場所 を奪い返すことは難 しいと思われる。 よってニホンザ リガニの生息地保全は緊

急の課題 と考えられる。今後はニホンザ リガニの保全対策を策定す るための基礎資料 を得るた

め,ウ チダザ リガニ とニホンザ リガニの分布域の拡大や縮小の実態を広範囲かつ定期的に把握

する必要があると思われる。

IIL保 全予定生息地の環境 と生息状況

北海道東部の釧路管内ではニホンザ リガニの生息地数は減少傾向にあ り,と りわけ市街地で

の減少は著 しい(蛭 田,1998)。 またニホンザ リガニの生息地は湧水が豊富な河川の源流域が多

い(川 井,1996)の で,市 街地にある止水池の生息地は極めて珍 しい。 よって本生息地の保全

の必要性は論を待たない。保全の方向性には少な くて も二つが想定される。一つは生息地の存

在を極力隠蔽 して生息地の状況 を関係者だけで注意深 く見守 る方法である。他の方法は生息地

の存在 を公表 して住民全体 で保全に取 り組む方法である。当生息地は市街地に位置するので生

息地への利便性が良 く,子 供たちに郷土の 自然 を理解 させる教育の場 として利用することもで

きる。なお地域の子供たちは将来的に郷土の環境保全の担い手 となる可能性が高いので,現 地

での体験 を通 じて行 う環境教育は将来の環境保全にとって極めて重要であろう。 しか し後者の

保全方法 を選択する場合には貴重なニホンザ リガニ生息地の情報が広 く公表 されることに他な

らないので,不 特定多数の人間が生息地を訪れることが想定される。よって立て看板の設置な

ど,モ ラルに欠ける採集者(大 量に持ち帰る等)対 策や生息地での事故発生には十分 な配慮が

不可欠であろう。いずれの方法を選択するにせよ十分な検討・議論が必要になると考えられる。

具体的な生息環境の保全対策 としては,少 なくとも湧水 と底質の保全が考えられる。なお一

般的なニホンザ リガニの生息地の環境は低水温・貧栄養iなので(蛭 田,1998),高 水温で富栄養

化 した水系でのニホンザ リガニ生息は期待できない。本生息地は小規模な止水域であ り流入 ・

7



川井唯史・中田和義・平田昌克・音更川グラウンドワーク研究会 十勝中部におけるザリガニ類の分布

流出河川が見あたらないので,外 部気温の影響を受けやす く,し かも外部か らの土砂等の流入

で富栄養化 しやすいと想定 され,一 見ニホンザ リガニの生息には向かないと予想される。 しか

し実際には,当 生息地の水温は外気温より低めに保たれ,富 栄養化 もしていないのでニホンザ

リガニの一般的な生息地の環境 と同様になっている。この結果は当生息地が湧水の影響を強 く

受けていることを示唆 させ る。よって今後は当生息地における湧水の浸漬状況を明らかにして,

これを保全する必要がある。またニホンザ リガニが礫の底質に限って出現 したことか ら,こ の

底質を保全することも重要であろう。
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